
 

 
第 ３２ 号  

令和５年３月１４日 発行   木村 彩煌  
 

★一斉専門委員会 年度末です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆後期 各委員会活動反省一覧 

 継続していくこと （特に） 改善・工夫すること 

生
徒
会 

生徒会だより 

→配布前の声がけを徹底し、ちゃんと読んでもら

えるようにする。作成する際も、効果的に色づけ

をし、字の太さや大きさを工夫して見やすさにこだわる。 

縦割り交流 

→話しやすいお題を考え、縦割りで交流し、ともに成長でき

るような雰囲気づくりをしていく。 

→集会時の整列指示（先頭の立ち位置や左右の人と

の間隔の指示など）を先生ではなく、生徒会総務で

行う。 

→全校集会などの場で、縦割り班の活用や、全体で

の交流など、全校生徒が笑顔で参加できる場面を

増やし、旭中の一員であることをもっと意識づけた

い。 
 

 
学級の係班との連携について 

①どのような取り組みを行ったか ②どんな工夫をして行ったか 
③その結果どうだったか  ④今後どうすべきか 

その他の活動について（引き継ぎ事項） 

代
議 

①代議員だよりの発行。 
②総務班全員が関われるように分担等考えた。 
③複数関わることで、話題が増え、レタリングを工夫するこ
とができた。 
④2 ヶ月に 1 回（奇数月・全学年）発行を継続。 

挨拶運動→立ち位置を工夫して、委員一人一人が
自覚を持って挨拶運動に臨む。 
整列指導→並んで移動するときだけでなく、椅子の
置き方も静かにする。 
代議員だよりの発行→学年共通の話題を設けるな
ど内容を工夫し、発行日を設ける。また学級に掲示
する。 

生 
活 

①挨拶運動の取り組み。 

②毎週木曜日８：００～教室前の廊下で行った。 
③全体的にしっかり挨拶をする人が増えたと思う。 
④継続して行い、呼びかけを強化していく。係班・委員は８：０
０前に全員が集まっている状態を作る。 

呼びかけ→生活委員だよりを活用して、徹底して行

っていく。 
身だしなみ点検→ハンカチが鞄に入っている状況
が多いので、ちゃんとポケットに入れるよう徹底す
る。 

学 
習 

①ロッカー点検・chrome の呼びかけ、定期テスト対策プリント
作成 
②ロッカー点検の結果は、帰りの会で本人に直接伝える。 
③その場で直してもらうので、きれいな状態を統一するこ
とができた。 
④今後も継続して行っていく。 

テスト前カウントダウンカレンダー→各学級で、
全員参加でオリジナルのものを作成する。。 
テスト対策→委員が各学年１名になるので、対策問
題の問題数や作成教科数等を検討しながら行う。 
 
＊クリーナー清掃以外は班との連携を図っていく。 

保
体 

①給食前の消毒・二段階換気 
②仕事を忘れないように当番表を作成した。 

③仕事を、忘れずに取り組めるようになってきた。 
④今後も継続して行っていく。 

喚起・給食前の消毒・石鹸の詰め替え→継続して

行った方がいい。次年度対面式の場で写真等でしっ
かり伝えるなど全校で取り組めるようにする。 

文
化 

①プリント配付・掲示物の掲示。 
②目の高さを意識して、バランスを考えて掲示した。 
③見た目もきれいに掲示することができた。 
④班員全員で、現状の取り組みを維持しつつ連携を強化し
ていく。 

特別放送のジャンルを増やす→クイズ以外に聞い
ている人が楽しめるような企画を考えていきたい。 
文化班だより→chrome で作成し、印刷配付すること
で、作業の効率化を図る。 
班との連携→図書・放送当番を係班で連携するこ
とで、継続して取り組めるよう工夫していく。 

   



 

 
第 ３３ 号  

令和５年３月１６日 発行   冨樫 芽生  
 

★次年度、対面式＆部活動紹介 予告！ 

 

  

 

  

 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

    

令和４年１１月の 



 

 
第 ３４ 号  

令和５年３月２３日 発行   道下 愛珠  
 

★令和４年度 まとめ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 



 

 

 

 


